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Ⅰ　基本情報

札幌市ふしこ地区センター運営委員会

令和5年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

施設数：１施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

１,５３２．５６㎡

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の増
進に寄与する。

体育室、集会室（２室）、和室（２室）、娯楽室(２室)、実習室、図書室

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らがセ
ンターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の信
頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担い
手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁によ
る団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当センター
等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体により、現
に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募とした
もの。

３　評価単位

指定期間

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 東区市民部地域振興課（741-2429）

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成2年4月1日 延床面積

指定単位
施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

名称

募集方法

札幌市ふしこ地区センター 所在地 札幌市東区伏古１１条３丁目１－１５

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

業務の範囲
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Ⅱ　令和６年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　施設の管理運営
基盤が安定的に
構築されており、
統括管理業務が
適切に行われて
いる。責任者が率
先して人材育成に
取り組むなど、組
織全体でサービス
水準の維持向上
に努める姿勢が
見られ、仕様書の
要求水準を達成し
ていると評価す
る。

所管局の評価項　目 実施状況
指定管理者
の自己評価

1　業務の要求水準達成度

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

ふしこ地区センターの管理運営にあたっては、札幌
市の公の施設を念頭に置き市民の福祉の増進に務
めるという理念の元、運営委員会、協議会を通して
地域住民の声を把握しコミュニティ活動の参画支援
をするとともに、安定的、継続的なサービス水準の維
持向上に務めるとの方針を策定した。

感染症軽減により
活動も正常化した。
地域住民とのコミュ
ニケーションを大切
にして懇切丁寧な
対応をし相応の管
理運営が実現でき
た。

信条、性別、社会的身分、年齢、人種、宗教による差
別をせず、公平、公正を旨としての基本方針を各職
員に研修をとおして周知徹底し執務室内に「公平、
公正に対する方針」を表示するなど利用者に繁栄さ
せることに努力した結果、定着化が図れた。

利用者には、公平、
公正、平等な対応
を行い、基本方針
通りの適切な実施
が実現できた。

ふしこ地区センター独自の環境方針に基づき、執務
室内に「環境方針」を表示し会議等を利用し周知徹
底を図った。

光熱費等の節減を
行った。

職員の事務分掌により、指揮命令系統、連絡系統の
組織が確立できている。就業者は適切に確保されて
いるが、適宜研修を実施するなどして、人材育成に
配慮した。

パート職員の育成
にも力を注ぎ、館長
自ら夜間勤務者に
対して料金改定に
関する研修を実施
する等、適切な運営
が行われた。

毎月常勤職員による事務局会議及び研修を行い、
業務の適切な維持改善に努めた。図書スタッフ含め
て予約の取り消し、変更について及び料金改定によ
る利用料の間違いを防止するため十分な打合せを
実施した。

予約の取り消し変
更業務は多忙を極
めたが滞りなく処理
対応ができた。

清掃業務、警備業務、エレベータ保全業務、自動ド
ア保全業務、ボイラー保全業務、消防設備保全業
務、自家用電気工作物保安管理業務、舞台装置保
全業務、地下貯油槽定期点検業務、貯水槽清掃業
務、除排雪業務、施設設備運転保守管理点検業務
について、第三者に委託した。仕様書に基づき業務
計画書及び完了報告書を提出させ委託した業務が
適正に行われたかどうか履行確認検査を行った。

業務の監督者、責
任者を明確にして
指揮命令系統が確
立された。契約に基
づく履行が適正に
行われていることを
確認した。
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第5回

３月１3日苗穂本町地区センター東区
地域振興担当４館連絡会議　　　　　　　
　　　　　　地域振興課からの連絡事項　
　　　　　　各センターからの情報意見
交換

伏古本町連合町内会長及び総務副部長、丘珠連合
町内会長及び会計、札苗連合町内会会長及び副会
長、東区市民部地域振興課長、東区スポーツ推進
委員会長、伏古本町地区青少年育成委員会長、伏
古本町地区老人クラブ連絡協議会長、丘珠地区女
性部会長、丘珠連合町内会福祉部長、丘珠地区女
性部副部長、札苗連合町内会事務局長、札苗連合
町内会事務局次長、伏古第二団地町内会長,新栄町
内会長、北栄西町内会長、北栄町内会長、北栄東町
内会長、伏古みみずく町内会長、東伸町内会長、ふ
しこ地区センター館長

▼資金管理は、運営委員による自主監査を実施し
た。　                                                                 
▼現金の取り扱いは規程のとおり適切になされてい
るか確認のため、館長が毎日点検した。　　　　　　　　
　　　　                                              ▼コピー料
金及び電話使用料金は使用記録簿を作成し適正に
記載したのち現金照合を行い金庫に保管した。　      
                                                       ▼会計ソフト
に元帳、帳票を入力し、精査確認を行った。会計処
理検査は定期的に税理士に依頼した。

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

毎月館長が帳簿、
通帳、帳票を突合し
適正に処理されて
いることを確認し
た。現金の取り扱い
は、現金取扱規程
の通り処理されてい
るか税理士による
定期検査を実施し
た。会計ソフト活用
を行い適正化を
図った。

協議会委員を札幌
市指定管理者、地
元町内会等で構成
し、業務実施経過
及び管理運営の向
上に向けた意見交
換が行われた。結
果は札幌市に報告
した。

＜協議会メンバー＞

協議・報告内容

第１回

６月１3日東区民センター東区地域振
興担当４館連絡会議　　　　　　　　　　　
　　地域振興課からの連絡事項　　　　　
　　各センターからの情報意見交換

第２回

６月２6日ふしこ地区センター運営協議
会　　5年度事業報告・6年度事業計
画・施設利用状況・管理運営の問題
点改善点

第３回

９月１２日ふしこ地区センター東区地
域振興担当４館連絡会議　　　　　　　　
　　　　　地域振興課からの連絡事項　　
　　　　　各センターからの情報意見交
換

第4回

１２月１7日栄地区センター東区地域
振興担当４館連絡会議　　　　　　　　　　
　　　地域振興課からの連絡事項　　　　
　　　各センターからの情報意見交換

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　労働関係法令の
遵守が徹底されて
いることはもとよ
り、職員の意欲向
上に繋がる雇用
環境の改善に努
めており、仕様書
の要求水準を達
成していると評価
する。

　施設の維持管
理、利用者の安全
確保、防災対策な
どを着実に実施す
るに留まらず、地
域住民と連携した
環境美化活動を
行っており、仕様
書の要求水準を
達成していると評
価する。

▼利用者の安全を確保するため、常に館内外の見
回りを行い、月に１度防火防災安全自主点検を職員
全員で行い危険個所の発見とその改善を行った。
▼拾得物は保管記録簿を作成し、直ちに返還を想定
し、対応しているが、原則警察に届け出している。
▼有事の際に備えて防災計画及び消防計画で連絡
体制を定めた。また、札幌市との連絡体制を整えて
おり、関係職員に周知徹底している。
▼施設利用者のうち主催事業参加者及び講座受講
者を対象に損害賠償保険に加入した。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己
評価の実施）

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無
などの安全衛生面を含む)

施設内外の管理
は、職員全員で適
切に管理され、利用
者の安全を確保し
た。

アドバイスカードを設置し意見を求めたが令和6年度
は該当なかった。なお、駐車場又は図書室勤務者へ
の苦情(申立人の誹謗中傷と思われる)が直接札幌
市にあった。

札幌市からの指導
をいただき適正に
対応した。

▼要望意見については、館内に「アドバイスカード」
お客様の声箱を設置した。
▼サークル利用者、図書利用者のアンケート結果、
運営協議会、四館連絡協議会会議の結果について
札幌市に報告するとともに、館内に議事録等を掲示
した。

▼令和７年度時間外労働・休日労働に関する協定届
を札幌東労働基準監督署に提出した。
▼労働者の勤務形態、家族状況等に応じて年金保
険、医療保険に適切に加入させた。
▼可能な限り年次休暇を取得させワークライフバラ
ンスに考慮した。
▼１年に１回の定期健康診断を行った。
▼労働関係法令に則り、ふしこ地区センター就業に
基づき、法令の遵守を徹底した。
▼複数の委託業者に労働基準法の遵守励行の確認
を行った。

労働関係法令に基
づき適正な手続きを
行い、労働環境の
向上に努めた。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）

（２）労働関
係法令遵
守、雇用環
境維持向上

▽　要望・苦情対応
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

回数 募集 受講者

4 20 20

8 30 29

1 20 17

14 50 35

1 20 19

4 5 5

32 145 125

　施設の維持管
理、利用者の安全
確保、防災対策な
どを着実に実施す
るに留まらず、地
域住民と連携した
環境美化活動を
行っており、仕様
書の要求水準を
達成していると評
価する。

　区民講座、地域
交流事業、図書業
務等の実施にあ
たり、地域との連
携や創意工夫を
凝らしており、仕
様書の要求水準
を達成していると
評価する。

かけっこ講座

お手軽運動講習会

教養講座（相続手続）

ベビーマッサージ講座

▼清掃業務、警備業務、エレベータ保全業務、自動
ドア保全業務、ボイラー保全業務、消防設備保全業
務、自家用電気工作物保安管理業務、舞台装置保
全業務、地下貯油槽定期点検業務、貯水槽清掃業
務、除排雪業務、施設及び設備の運転・保守・管理
点検業務について、委託業務契約に基づき適正に
履行された。
▼外構緑地、駐車場の管理を職員で行った。芝刈
り、雑草抜き、庭木の剪定、冬囲いは状況を見なが
ら館長が実施した。
▼花壇の整備は、地域老人会の協力を得て花植え、
水やり、雑草取りなどこまめに頻繁に実施していただ
き良好な環境整備が保たれた。
▼備品は、数量を突合し適切に管理を行い、不良品
は廃棄処理を行った。
▼設備の修繕は、専門業者に依頼し適切に改善す
るとともに軽微な修繕は職員が行った。

利用者の協力を得
て円滑な訓練が実
現できた。

６月と１２月に消防訓練を実施した。各利用者含め２
０～２５名の参加を得た。なお、実際にロビーまで避
難してもらい、その場に集合させ想定訓練とした。混
乱等はなく予定通り終了した。

▼８講座を開講し、１２５名の参加を得た。募集定員
の８６％であった。
▼各講座の受講者にアンケートを実施したところ全
ての講座で満足度が高かった。

満足度、理解度とも
に達成率は８０％以
上であった。

講座名

第1回・第2回包丁研ぎ講座

第1回・第2回使いこなそうスマホ講座

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

（4）事業の計
画・実施業務

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務

▽　防災

合計
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人数制限なし、大盛
況であった。

▼　文化祭

　10月4日、10月5日、10月6日の３日間開催した。展示
発表１５サークル、舞台発表２０サークルの参加があ
り、来場者数は３日間延べ約770名となった。

　▼ふれあい喫茶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　近隣の複数の町内会とふしこ地区センター共催で、
毎月第４月曜日に開催した。手芸、合唱、ゲーム、歓談
と多彩で地域の高齢者を主体に毎回５５名～６０名ほ
どの参加を得た。

参加者数は例年よ
り１７０名増加し、
サークル参加者の
熱心さが伝わり、盛
会裡に終了した。

高齢者の参加が多
いが、年々参加者
は増えている。

▼　クリスマスのつどい

　毎週水曜日図書室で開催している「ふしこ絵本の会」
の特別イベントとして１２月14日（土）に「クリスマスのつ
どい」を開催した。保護者を交え９５名の参加があっ
た。紙芝居、スライド、読み聞かせなど盛りだくさんで
あった。

ボランティアグルー
プ「ふしこ絵本の会
どんぐり」の協力を
得て開催した。子供
の絵本に親しむ最
適の場として又親
子の交流の場とし
て大いに役立つ催
しであった。

▼　各種大会

　インディアカ、バドミントン、バウンドテニス、卓球、囲
碁将棋大会を開催し、９０名の参加を得た。

▽　各事業に関する情報収集及び提供業務

▽　事業に関する市民の自主活動及び交流の支援業務

▼　各講座のポスターを掲示、パンフレットを配布し
て周知徹底を図った。

▼　ロビーの掲示板にサークルの作品展示を開放し
来館者の関心を高めた。

▼　図書室前の掲示板に新着本を紹介しまた図書
室内に新着本専用棚を設置し、購読意欲を促すよう
働きかけた。

▼　予約本の多い順にリストを作成し、定期的に更
新して情報提供を行った。

▼　図書室内の掲示板に新聞読書欄、出版等に関
する記事を掲示して情報提供を行った。

▼　ほのぼのコンサート

　９月2９日(日）元札幌交響楽団コンサートマスターほ
か３名の札幌交響楽団員による演奏会を開催した。入
場制限を行なわず開催したこともあり盛会裡に開催で
きた。

▼　主な文学賞のリストをファイルし、情報提供を
行った。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　令和6年度計画
に対し、体育室や
和室を中心に多く
の部屋で稼働率・
利用件数が上
回っており、仕様
書の要求水準を
達成していると評
価する。

▼　図書室絵本コーナー壁面に毎月季節の装飾を
施し、潤いのある環境を設定した。

1225

人数(人） 5613 5800 5547

稼働率(％)

娯楽室

件数(件) 1413 1300 1387

人数(人） 7868 11500 7701

稼働率(％) 63.9 59.0 62.3

59.2 50.0 57.9

　　45.980冊 101.0%

登録者数 3,230人 　3.080人 95.0%

貸出冊数 105,337冊 　99.421冊 94.0%

和室

件数(件) 1267 1000

▼文化祭実施に向け、７～９月の間、打合会を開催
し、各サークルからの要望や相談を受け活用した。

実習室

▼　地域の憩いの場づくり施設活用事業

　令和５年4月から開放事業を再開し、バドミントン、卓
球、バスケットボール、囲碁将棋の無料開放を実施し
た。

▼　図書室

280日 　　280日 100.0%

貸出冊数が減少し
つつある。図書館に
来館せずスマホで
も本が読める事か
らかと思われた。

94.9

1000

（5）施設利用
に関する業
務 Ｒ5年度実績 Ｒ6年度計画

17000 12200

稼働率(％) 52.3

5200 4373

65.0

1117

28903

1174

26394

Ｒ6年度実績

31500人数(人）

▽　各事業に関する相談業務

▽　利用件数等

件数(件)

体育室

91.9稼働率(％) 93.0

開室日数

件数(件)

63.063.6

▼　「ふしこ絵本の会どんぐり」の皆さんによる絵本
の読み聞かせの会を毎週水曜日に実施した。

▼　季節の風物や行事の本をテーマ展示した。

R５年度実績 R6年度実績 増減率

集会室

▼卓球大会、クリスマスのつどい、ふしこふれあい喫
茶について各団体からの要望や相談を受け活用し
た。

蔵書冊数 45,830冊

人数(人）

566 650 564件数(件)

55.0 52.8

人数(人）

1378

稼働率(％)

1370 1350

3880

11892
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　広報業務が適切
に実施されてお
り、仕様書の要求
水準を達成してい
ると評価する。

　自主事業の運営
や市内企業の活
用、福祉施策への
配慮が適切に実
施されており、仕
様書の要求水準
を達成していると
評価する。

　寄せられた意見
や要望に真摯に
対応することで、
利用者との良好な
関係を築いる。そ
の結果、利用者の
満足度は高く、仕
様書の要求水準
を達成していると
評価する。

（6）付随業務 ▽　広報業務

▽　不承認 0件、取消し30件、減免 0件、還付 0件

▽　利用促進の取組

３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果

実施方
法

２　自主事業その他

▽　自主事業

次年度以降も、自
販機の自主事業計
画を立てて活性化
を図りたい。

市内企業の利用や
福祉施策には十分
配慮した。

パンフレットやポス
ターを掲示し、利用
促進に取り組んだ。

広報誌「ふしこ地区
センター便り」は、ポ
スティングを採用し
近隣住民１８，５００
戸に戸配し、利用者
増加に貢献した。

職員の接客対応、
施設の設備、清掃
に対する満足度達
成率はいずれも８
０％以上であった。
要望事項について
の回答を１か月間
館内に掲示した。ふ
しこ地区センター全
体に対する満足度
はほぼ１００％であ
り、目標値を達成し
た。

▼施設利用者

令和６年２月１日から２月20日に利用した６６団体

▼図書室利用者

令和６年２月１日から２月20日までの利用者５０名

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

飲料水自動販売機１台での運用を行った。利用者の増加に伴い自販機
の利用も回復した。

▼市内企業の活用については、購入物品の調達、修繕及び第三
者への委託業務を市内の企業に依頼している。

▼印刷物の発注について、札幌市内の福祉施設工場を利用した。

▼　各行事に来館される不特定多数の方などを対象
に講座やサイクル案内を看板や掲示板に常設表示
し、利用促進に務めた。

▼ホームページについては、更に見やすくしてこまめに
内容を更新した。

▼各種行事、講座案内を「広報さっぽろ紙」「ふりっ
ぱー紙」に掲載したほか館内の掲示板に展示、陳列し
た。ポスターチラシは他の地区センター、まちづくりセン
ターに配架を依頼した。

▼札幌市主催及び後援にかかる関連団体のポス
ターチラシを館内に掲示陳列した。

▼ふしこ地区センター広報誌を発行し、近隣地区に約
１8，０００部を戸配し周知徹底を図った。

アンケート対象者と実施日・実施人数

▼地域憩いづくり施設活用事業利用者３５名

▼講座受講者

令和６年度の受講者終了の都度回答者８６名

回答者合計２３７名

8
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利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

【意見】

結果概
要

▼開催講座の満足度は全て満足度８０％以上であった

▼センター内外の清掃状況について満足度８０％以上
の回答を得た。

▼施設設備の管理状況はおおむね良好との回答で
あった。満足度は８０％以上であった。

▼貸室の申し込み方法について、月単位等でまとめて
申し込む方法の提案があったが、おおむね良好で、満
足度は８０％以上であった。

▼貸室の料金支払い方法金額について、満足度８０％
以上であった。

図書室の再利用、使い勝手、清掃接客について、満足
度は８０％以上であった。

ネットを使えない方もいることはご理解下さい。ただ時
期未定ですが将来ネット予約も可能となります。

体育室が暗い、室内スポーツに適した照明に改善して
もらいたい。

【回答】

出来るだけ新しい電球で対応しています。また体育室
含めセンター内のLED化を札幌市に要望しています。

【意見】

駐車場がいっぱいで入れない事がある。

【回答】

出来れば相乗りや公共機関のご利用をお勧めします。

【意見】

ネット予約に代えてほしい

【回答】

9
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

0

４　収支状況

26,606 26,606 0

利用料金 8,400 8,867 467

指定管理費

1,366

指定管理業務収入 35,132 36,460 1,328

収入 35,177 36,543

▽　収支

項目 Ｒ6年度計画 Ｒ６年度決算 差（決算-計画）

（千円）

　計画を上回る収
入を確保し、光熱
水費高騰という厳
しい外部環境のな
かで支出を適切に
管理した結果、黒
字決算になってい
る。健全かつ効率
的な財務運営で
あり、仕様書の要
求水準を達成して
いると評価する。

【参考】 Ｒ6年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

0

422

自主事業による利益還元 0

法人税等

自主事業支出 23 17 ▲ 6

収入-支出 0 422

純利益 0 422 422

▽　説明

その他 126 987 861

自主事業収入 45 83 38

指定管理業務支出 35,154 36,104 950

支出 35,177 36,121 944

▼利用料金増は感染症が落ち着いたことによる。

▼光熱水費の高騰が見られたが、無駄を省き効率的な予算執行が
出来た。
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Ⅲ　総合評価
【指定管理者の自己評価】

▽　安定経営能力の維持 適 不適

適 不適▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

総合評価 来年度以降の重点取組事項

▼利用者アンケートによる満足度は全て達成されてい
た。当センターは立地条件が良く、職員の対応も習熟し
ているので利用者数は図書室も含めて高い水準にあ
る。これまで通り職員の対応、施設の整備を充実させ更
なる評価の高い施設を目指して努力をしていきたい。

▼使用承認の適正化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　貸室利用の規程に則り適正に処理するためには、関
係規程に習熟する必要がある。このため研修や会議な
どで周知徹底を図る。

▼明るい職場環境の実現　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　少数職員で構成される地区センターはチームワークが
大事となる。お互いに協力し合いシェアするなどして理解
を深め明るく健全な職場環境を実現させる。

光熱費の高騰については札幌市より補填されたが、当センターの燃
料費（重油）については補填の対象外であったことで厳しい予算事情
は継続した。しかし、徹底した節約を実施したことで効率的な予算執
行が出来た。また、令和６年度の利用料金が過去最高額を達成した
ことで、令和７年度は料金改定もあることから利用者の動向を観なが
ら、さらに光熱費その他諸物価の高騰が懸念されるものの、節約、倹
約に務め健全な安定経営を目指したい。

▼各条例に則り適切に対応した。なお、令和６年度は当該事例はな
かった。

▼パソコン及び媒体の持ち込み持ち出しを禁止し、個人情報の保管
について、施錠のできる机ロッカーを利用している。また、パスワード
を重用して万全の体制で漏洩対策を徹底した。

▼個人情報記載の書類などは直ちにシュレッダー処理で廃棄した。

▼令和６年度について、前年度に感染症が5類となり各
事業に制限が外されたことで、憩いの場づくり施設活用
事業及び講座、地域交流事業も計画通りに実施出来、
開催された各事業は全て盛会裡に終了することができ
た。利用者に協力をいただきながら職員と一体となって
手指消毒等の防疫対策を励行したことから感染症も発
症することなく健全な運営を維持することができた。

▼安定した管理運営　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　感染症下では利用料金が減少し、また、物価高騰も
あって厳しい運営を行ってきたものの、札幌市からの補
填を受けて対応をしてきた。次年度は新たな予算の状況
で節制、節約に努めて運営をしていかなければならな
い。光熱費や諸物価の値上げを想定し、感染症なども考
慮しながらきわめて厳しい運営が求められる。職員一同
これらを確認しながら日々努力することになるので、チー
ムワークが最重要となる。幸い令和6年度は利用料金が
最高額を達成したが料金改定の実施で次年度はこれを
上回る可能性がある。これらプラス材料を糧として健全
な運営に最善を尽くしたい。

▼収支決算において概ね適切な予算執行が図られた。
但し諸経費の高騰から特に光熱水料の高騰が見られた
が、温度管理や無駄な電気の節約を図ったことと、市か
らの燃料費補填により支出増加を防ぐことが出来た。次
年度はこれを踏まえて更に節約に努め健全な運営を目
指す。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。
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総合評価 改善指導・指示事項

　仕様書に定める各項目において、要求水準を
達成しているに留まらず、施設の管理運営基盤
が堅実であることに加え、地域住民や各種団体
を積極的に巻き込みながら施設の価値を高めよ
うとする姿勢は、コミュニティ施設の理想的な姿で
あり、他の施設の模範となるものである。

　全体として優れた利用促進活動を展開してい
る一方、実績報告では集会室や実習室の稼働
率が目標に達していない。現状の広報活動が
体育室など特定の需要に強く結びついている
可能性も考えられるため、今後は利用率の低
い部屋の特性に合わせた、よりターゲットを
絞った利用促進策を検討されたい。

【所管局の評価】
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